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IUGONETメタデータ・データベースで用いるメタデータフォーマット
について

Metadata format utilized for the IUGONET metadata database
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IUGONETは日本国内の大学・研究所5機関(7組織)が連携し、全地球上に展開しているレーダ
ー、磁力計、光学観測装置、太陽望遠鏡等を用いた超高層大気の地上観測ネットワークにおい
て、これまで長年にわたって蓄積された超高層大気の多種多様な地上観測データに関するメタデ
ータ・データベースを構築する。このメタデータ・データベースには、観測期間、ロケーション
情報、記録メディア情報などの観測データに関する情報のほかに、研究者や観測所・観測器、ま
た実データのデータベースについての情報など、関連する研究リソースに関する情報も階層化し
てアーカイブされる。この際用いられるメタデータのフォーマットは、米国NASAを中心とした
国際的なコンソーシアムで開発・整備が行われているSpace Physics Archive Search and Data
Extract (SPASE)と呼ばれるデータモデルに基づいたメタデータフォーマットをベースにしてい
る。また超高層大気観測データをより包括的に記述できるように、IUGONET独自の改良を施し
ており、現在も開発は続行中である。実際には、そのようにして開発される”IUGONET共通メ
タデータフォーマット”に沿ってメタデータが作成され、データベースにアーカイブされること
になる。本講演では、このIUGONET共通メタデータフォーマットの内容や特徴について説明を
行う。また講演ではメタデータフォーマット開発の経緯や現状について紹介し、これから開始す
るメタデータの抽出・収集の展望についても触れる。
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